
この冬は、寒くて雪が多い厳
しい冬になるのではないかと心
配していました。

なぜならば、例年ならば、本
格的な積雪は早くてもクリスマ
ス過ぎですが、この冬は１２月
始めに大雪が来て、正月三が日
までに、数度も除雪機を動かす
必要があったからです。

ところが、その後正月明けか
らほとんど雪が降らず、中旬に

は雪もほとんど消え、日によっては早春並みのポカポカ陽気の日まで出現する状態が１
月末の今日まで続いています。

上の写真は１月１０日、東京から小学１年生のお子さん連れでロッヂを訪ねて下さっ
たＳさん一家に、かろうじて残っていた残雪の上を、我が農舎のスノーモービルで走っ
て頂いた時のスナップです。

この小型のモービルは、雪のない地域から冬にお訪ね下さるご家族連れや、我が家の
孫たちを遊ばせるために手に入れて、１１月にエンジンの整備など準備万端整えました
が、今年は雪が少なく、今日まで２、３度使えただけで、ほとんど出番がありません。

ところで、Ｓさんご一家は２度目のロッヂご来訪。前回はこのお子さんが２才の時。
家内がお出迎えして、ロッヂのホールに案内すると、５年前に遊んだロッヂにあるオ

モチャを思い出して喜んで下さったとのこと。
お米をご利用下さる方の逗留空間としてロッヂを準備し、お迎えする私たちにとって、

このように再訪下さることは一番嬉しいことです。

今年は暖冬のようですが、雪の多い厳寒期に、飛びっきり広～い田圃の雪原を、モー
ビルで飛ばし、雪と遊ぶ醍醐味は、子供だけでなく大人にとっても愉しいものです。

十分な接待はできませんが利用料無料です。機会があればどうぞお越し下さい。

昨年、日本創世会議（増田寛也座長）が発表した「消滅都市予測」において、秋田県
の秋田市を含めた大潟村以外の全ての市町村が「消滅可能都市」と予測された中で、大
潟村は、全国的にもトップクラスの「生き残れる自治体」とされました。

いま日本は、少子化や地方から首都圏などへの人口移動に歯止めがかからず、また、
総体的な人口減少にもおののいています。

このため地方創世対策が急務となっており「消滅都市」の話題は年が明けても益々盛
んです。そこで、注目を集めた「大潟村」の実態などを少し紹介したいと思います。

昨年５月に日本創世会議は全国の半数に当たる
８９６自治体を「消滅可能都市」に指定して早急
な人口対策を促しました。

地域が消滅することは当然あり得ませんから
「消滅可能都市」との表現は誇張的ですが、何ら
かの対策を採らねば、加速度的に人口が減少して
「将来的には自治体運営が出来なくなる恐れがあ
る。」ということを指しています。

この度の人口動向予測は、次の前提に寄ってい
ます。

①基準年を2010年、予測年を30年後の2040年。
②２０～３９才の女性人口の増減率推計。
③推計根拠は、子供の大半をこの世代の女性が

生んでおり、この「若年女性人口」は人口の「再
生産力」を示す指標であり、次の世代の人口を左
右するという考えに寄ります。

④また、２０～３９才までに約３０％の人口が
大都市に流出するという前提。

この結果、①2010年に比した2040年の２０才から３９才の女性人口が、半分以下に減
少するのは、全国の約1700市区町村の内の半数の896自治体と推計された。

②減少率が一番高いのは群馬県の南牧村のー89. 9％。30年間で若年女性の数が10分の1
になるという恐ろしい予測です。

③秋田県は前述の通り大潟村以外の全市町村、そして、青森、岩手、山形、島根の４

県は８割を超える市町村に消滅の可能性があり、④また、地方とは異なる原因だが、首
都圏においても豊島区は数値ではー50. 8％と消滅可能都市に入っています。

⑤一方で、上表の右欄のように、石川県･川北町と我が大潟村は、３０年後に若年女性
人口が、逆に15％以上増加すると予測されています。

大潟村の場合は、大規模稲作モデル農業の村として、全国各地からの移住者で構成さ
れた村であることで、旧来の農村にみられる集団主義や保守的なしがらみに縛られるこ
とが少なく、多様な価値観が混在する近代的なコミュニティーが創られたことと, 幾分所
得水準も高かったことで、若い女性が闊達に生活でき易い基盤があったためと思います。

しかし、全人口が三千人を少し超える程度の極小規模自治体であり、少人数の増減に
よりデーター予測はたちまち覆る可能性をはらんでいます。

実際にも、昨今は急激に農業情勢が悪化しており、今後数年の間に離農離村者が急増
して、近々に消滅可能自治体に転落する恐れもぬぐえないのが実情です。

また、我が村の廻りは、この２０年で人口が半減した村や町がいっぱいあります。
都市部から移転してきた縫製や弱電関連企業が「安い物を供給するのが善」という経

営観によって、海外移転したり移転できない企業は事業停止したことで、働く場が無く
なったことが主因です。経済合理性はコスト低減の追求だ。という従来からの短絡的な
価値観を転換して、内需拡大に本気で取り組まねば地方の創世は無理のようです。
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★黒瀬農舎からの返信メールが自動的に迷惑メールフォルダに分類されていることがあるようです。
返信のメールが届かない場合は迷惑メールフォルダの確認やメールの設定をご確認下さい。

★宅配便運賃の値上がりに伴い、複数の運送会社を使うことに致しました。そのため、出荷日／サイ
ズ／お届け先によっては、以前（前回）と運送会社が異なることがあります。ご了承下さい。
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消滅可能性都市問題と私たちの村・大潟村

この冬は、早い雪でしたが、その後「暖冬」です。

８０ＣＣの小型スノーモービル。
モービルの後ろにソリなど何台も繋
いで雪原を走れば気が晴れます。



この冬は、寒くて雪が多い厳
しい冬になるのではないかと心
配していました。

なぜならば、例年ならば、本
格的な積雪は早くてもクリスマ
ス過ぎですが、この冬は１２月
始めに大雪が来て、正月三が日
までに、数度も除雪機を動かす
必要があったからです。

ところが、その後正月明けか
らほとんど雪が降らず、中旬に

は雪もほとんど消え、日によっては早春並みのポカポカ陽気の日まで出現する状態が１
月末の今日まで続いています。

上の写真は１月１０日、東京から小学１年生のお子さん連れでロッヂを訪ねて下さっ
たＳさん一家に、かろうじて残っていた残雪の上を、我が農舎のスノーモービルで走っ
て頂いた時のスナップです。

この小型のモービルは、雪のない地域から冬にお訪ね下さるご家族連れや、我が家の
孫たちを遊ばせるために手に入れて、１１月にエンジンの整備など準備万端整えました
が、今年は雪が少なく、今日まで２、３度使えただけで、ほとんど出番がありません。

ところで、Ｓさんご一家は２度目のロッヂご来訪。前回はこのお子さんが２才の時。
家内がお出迎えして、ロッヂのホールに案内すると、５年前に遊んだロッヂにあるオ

モチャを思い出して喜んで下さったとのこと。
お米をご利用下さる方の逗留空間としてロッヂを準備し、お迎えする私たちにとって、

このように再訪下さることは一番嬉しいことです。

今年は暖冬のようですが、雪の多い厳寒期に、飛びっきり広～い田圃の雪原を、モー
ビルで飛ばし、雪と遊ぶ醍醐味は、子供だけでなく大人にとっても愉しいものです。

十分な接待はできませんが利用料無料です。機会があればどうぞお越し下さい。

昨年、日本創世会議（増田寛也座長）が発表した「消滅都市予測」において、秋田県
の秋田市を含めた大潟村以外の全ての市町村が「消滅可能都市」と予測された中で、大
潟村は、全国的にもトップクラスの「生き残れる自治体」とされました。

いま日本は、少子化や地方から首都圏などへの人口移動に歯止めがかからず、また、
総体的な人口減少にもおののいています。

このため地方創世対策が急務となっており「消滅都市」の話題は年が明けても益々盛
んです。そこで、注目を集めた「大潟村」の実態などを少し紹介したいと思います。

昨年５月に日本創世会議は全国の半数に当たる
８９６自治体を「消滅可能都市」に指定して早急
な人口対策を促しました。

地域が消滅することは当然あり得ませんから
「消滅可能都市」との表現は誇張的ですが、何ら
かの対策を採らねば、加速度的に人口が減少して
「将来的には自治体運営が出来なくなる恐れがあ
る。」ということを指しています。

この度の人口動向予測は、次の前提に寄ってい
ます。

①基準年を2010年、予測年を30年後の2040年。
②２０～３９才の女性人口の増減率推計。
③推計根拠は、子供の大半をこの世代の女性が

生んでおり、この「若年女性人口」は人口の「再
生産力」を示す指標であり、次の世代の人口を左
右するという考えに寄ります。

④また、２０～３９才までに約３０％の人口が
大都市に流出するという前提。

この結果、①2010年に比した2040年の２０才から３９才の女性人口が、半分以下に減
少するのは、全国の約1700市区町村の内の半数の896自治体と推計された。

②減少率が一番高いのは群馬県の南牧村のー89. 9％。30年間で若年女性の数が10分の1
になるという恐ろしい予測です。

③秋田県は前述の通り大潟村以外の全市町村、そして、青森、岩手、山形、島根の４

県は８割を超える市町村に消滅の可能性があり、④また、地方とは異なる原因だが、首
都圏においても豊島区は数値ではー50. 8％と消滅可能都市に入っています。

⑤一方で、上表の右欄のように、石川県･川北町と我が大潟村は、３０年後に若年女性
人口が、逆に15％以上増加すると予測されています。

大潟村の場合は、大規模稲作モデル農業の村として、全国各地からの移住者で構成さ
れた村であることで、旧来の農村にみられる集団主義や保守的なしがらみに縛られるこ
とが少なく、多様な価値観が混在する近代的なコミュニティーが創られたことと, 幾分所
得水準も高かったことで、若い女性が闊達に生活でき易い基盤があったためと思います。

しかし、全人口が三千人を少し超える程度の極小規模自治体であり、少人数の増減に
よりデーター予測はたちまち覆る可能性をはらんでいます。

実際にも、昨今は急激に農業情勢が悪化しており、今後数年の間に離農離村者が急増
して、近々に消滅可能自治体に転落する恐れもぬぐえないのが実情です。

また、我が村の廻りは、この２０年で人口が半減した村や町がいっぱいあります。
都市部から移転してきた縫製や弱電関連企業が「安い物を供給するのが善」という経

営観によって、海外移転したり移転できない企業は事業停止したことで、働く場が無く
なったことが主因です。経済合理性はコスト低減の追求だ。という従来からの短絡的な
価値観を転換して、内需拡大に本気で取り組まねば地方の創世は無理のようです。

〒０１０－０４４５

秋田県南秋田郡大潟村西１丁目４の７

黒 瀬 正・友 基
TEL:0185-45-3088 FAX:45-2887

E-mail: akita@kurose.com Web: 提携米 黒瀬農舎 検 索

提 携 米 通 信
２０１５年２月号・黒瀬農舎

Rice Lodge Ogata

★黒瀬農舎からの返信メールが自動的に迷惑メールフォルダに分類されていることがあるようです。
返信のメールが届かない場合は迷惑メールフォルダの確認やメールの設定をご確認下さい。

★宅配便運賃の値上がりに伴い、複数の運送会社を使うことに致しました。そのため、出荷日／サイ
ズ／お届け先によっては、以前（前回）と運送会社が異なることがあります。ご了承下さい。

☆
お
餅
の
ご
利
用
あ
り
が
と
う
ご

ざ
い
ま
し
た
。

☆
お
餅
は
開
封
し
な
い
限
り
、
室

内
の
常
温
保
存
で
Ｏ
Ｋ
で
す
。

☆
袋
の
傷
な
ど
で
カ
ビ
が
出
た
場

合
は
ご
連
絡
い
た
だ
け
ば
代
品

を
お
送
り
し
ま
す
。

☆
大
豆
、糀
な
ど
の
手
作
り
味
噌

材
料
は
一
月
下
旬
以
降
の
お
米

と
一
緒
に
お
届
中
で
す
。

消滅可能性都市問題と私たちの村・大潟村

この冬は、早い雪でしたが、その後「暖冬」です。

８０ＣＣの小型スノーモービル。
モービルの後ろにソリなど何台も繋
いで雪原を走れば気が晴れます。


